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Roberta Mezzabarbaは、イタリアのビテルボで生まれ、ビ
テルボのI.T.G.“F. Nicolai”で最高評点で卒業しました。彼女
は1993年以来、ビテルボの地方役人として働いています。
長年にわたり、Il Tempoのビテルボ地域の特派員として、
また文化雑誌Il Centro Italiaに寄稿しました。現在はオンラ
イン週刊誌Aci Castello Informaで「UN MARE...
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主要なキャラクターガイド
 
 
小説の最初のページに入ると、無数のキャラクター
の中で立ち往生し、読書の楽しみを見失うことがよ
くあります。この物語では、ルネサンス時代の社会
の詳細に入り込むため、多くのキャラクターの名前
や関係が読者を迷子にさせる可能性があります。し
たがって、この物語の読者が物語で重要な役割を果
たす主要なキャラクターの小さなガイドを作成しま
した。これは、物語の読み始める人が必要に応じて
読むか参照できるものです。
 
 
オルシーノ・オルシーニ・ミリョラーティ、通称モ
ノクルス（1473-1500)バッサネッロ（ヴァサネッロ
– VT）の領主であるルドヴィーコ・オルシーニ・ミ
リョラーティとアドリアナ・デ・ミラの唯一の息子
で、ジュリア・ファルネーゼの最初の夫。
 
 
ジョヴァンニ・マリア・カペーチェ・ボッツート
（？-1517）：ナポリ貴族で、ジュリア（オルシー
ノ・オルシーニの未亡人）と1506年に結婚しまし
た。 2人は1496年にサンカ・ダラゴナがローマに到
着した際に出会いました。
 
 
アドリアナ・デ・ミラ（1434-1502）：ペロト・
デ・ミラの娘で、カタリナ・ボルジアの孫娘であ



り、カリスト3世の妹で、ロドリーゴ・ボルジア（後
のアレクサンダー6世教皇）の従兄弟にあたります。
ルドヴィーコ・オルシーニと結婚し、バッサネッロ
（ヴァサネッロ – VT）の領主であるルドヴィーコ・
オルシーニの妻であり、オルシーノ・オルシーニの
母親でした。
 
 
ジョヴァンネッラ・カエターニ（1440-？）：ジュリ
ア・ファルネーゼと彼女の3人の兄弟（アレッサンド
ロ、アンジェロ、ジェロラマ）の母親であり、オノ
ラート・カエターニの娘であり、ボニファティウス8
世教皇の子孫です。
 
 
アンジェロ・ファルネーゼ（1465-1494）：ピエル
ルイジ・ファルネーゼとジョヴァンネッラ・カエタ
ーニの長男で、ジュリアの兄。カニーノとモンタル
トの領主で、レッラ・オルシーニと結婚しました。
 
 
アレッサンドロ・ファルネーゼ（1468-1549）：ジ
ュリア・ファルネーゼの兄。1534年にパオロ3世と
して教皇の座に就き、死ぬまでその座にありまし
た。1540年にイグナティウス・デ・ロヨラの提案に
基づいてイエズス会の設立を認可し、1545年にトリ
エント公会議を招集しました。
 
 



ジェロラマ・ファルネーゼ（1464-1504）：ピエル
ルイジ・ファルネーゼの娘で、ジュリアの姉。1494
年に未亡人となるまでプッチョ・プッチと結婚しま
した。1495年にジュリアーノ・デッランゲィラーラ
と結婚し、イザベラという娘をもうけました。後に
継子によって暗殺されました。
 
 
イザベラ・デッラ・アンギラーラ（1497-1564）：
ジュリアノ・デッランギラーラとジェロラマ・ファ
ルネーゼ（ジュリア・ファルネーゼの姉）の娘で、
母親が暗殺された後、ジュリアによって育てられま
した。1518年にラテラの支流であるガレアッツォ・
ファルネーゼと結婚しました。
 
 
ラウラ・オルシーニ（1492-1530）：ジュリア・フ
ァルネーゼと夫オルシーノ・オルシーニの唯一の
娘。ニコラ・フランシオッティ・デッラ・ローヴェ
ーレと結婚し、ジュリオ、エレナ、ラヴィニアの3人
の子供をもうけました。
 
 
レッラ・オルシーニ（？-1494）：ピティリアーノ伯
爵ニコロの娘で、1488年にアンジェロ・ファルネー
ゼと結婚しました。夫の死後、フィレンツェの修道
院で修道生活を送りました。
 
 



ルクレツィア・ボルジア（1480-1519）：ロドリー
ゴ・ボルジア（本名：アレッサンドロ・シェーザ
レ・ボルジア）とヴァンノッツァ・カッターネイの
間に生まれた、アレッサンドロ6世（ローマ教皇）の
三番目の庶子。ジョヴァンニ・スフォルツァ、アル
フォンソ・ダラゴナ、アルフォンソ・デステと結婚
しました。
 
 
チェーザレ・ボルジア（1475-1507）：ロドリー
ゴ・ボルジア（アレッサンドロ6世教皇）とヴァンノ
ッツァ・カッターネイの息子で、司教、大司教、枢
機卿助祭としての地位を持ちました。1493年に誓願
を解き、1498年にフランス国王からヴァランソワ公
爵に指名されました。
カミッラ・ルクレツィア・ボルジア（1502-
1573）：チェーザレ・ボルジアとおそらくルクレツ
ィア・ボルジアの侍女であるドルシラの娘。1509年
に正式に認知されました。修道士となり、1545年に
フェラーラのサン・ベルナルディーノ修道院の院長
となりました。
 
 
ピエトロ・ベンボ（1470-1547）：イタリアの枢機
卿、作家、文法学者、詩人、ヒューマニスト。
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                         『 人生とは、過
ごしたものではなく、    思い出したもの、そしてそ

の思い出を語る方法である。』
 
(ガブリエル・ガルシア・マルケス - 語るために生きる)
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